






要約:秋田県内 8 ヵ所の一般病院小児科を窓口としたウイルソン病マス・スクリーニング

を試みた。方法は対象を 7ヵ月より 6才までの乳幼児とし、ろ紙血ホロセルロプラスミン

値を測定した。今回、対象数は 1019 名で、平均値は 12.18mg/dl、陽性者はなかった。

 小児科外来にポスターおよびパンフレットを準備したが、検査を希望する対象はほとん

どなく、医師の勧めで他の検査と一緒に行うものがほとんどであった。小児科医は忙しい

業務と同時に説明などを行うので負担が大きかった。これに関しては何らかの方法で被検

者が自主的に受診する形式になれば十分軽減されると思われた。採血・検体回収・測定ま

で 2週間を目標としたが、検査数にむらがあるなどの問題でかなり長期化した。しかし心

配された測定値の低下傾向は認められなかった。


